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「雲仙岳災害記念館」入館者 200万人達成！
　６月 10日、雲仙岳災害記念館（平成町）の有料入館者が 200万人を
達成しました。
　雲仙岳災害記念館は、雲仙・普賢岳噴火災害の教訓を後世へ伝えてい
く情報発信拠点として、また全国初の火山体験学習施設として平成14年
７月１日に開館しました。館内には、「平成大噴火シアター」や「火砕流
の道」などの疑似体験施設のほか各種展示・資料コーナーがあります。
　10周年を迎える今月は、各種記念イベントなどが開催されます。詳し
くは８ページをご覧ください。

今夏においても電力不足が予想されています。皆さんの節電をお願いします
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平成 24年度 当初予算

一般会計　216億3200万円
　　　 　　（対前年度比 6.6%減）

特別会計　  87億2822万円
　　　  　　（対前年度比 4.4%増）

　市の財政の実状を理解してもらうため、本年度の予
算の概要をお知らせします。
　本年度予算の編成に当たっては、①島原半島の中心
都市づくり、②交通・情報ネットワークづくり、③安全・
安心な暮らしづくり、④特色ある産業づくり、⑤健康
で誇り高く暮らせる「ひとづくり」重視の都市づくり、
という５つの都市づくりビジョンの推進を図るとともに、
ジオパーク事業や長崎国体に向けた事業、雇用創出事
業など経済対策に重点を置いて予算を配分しています。

総　額 216億 3200万円　　
地方交付税 62億 2200万円　　
市　税 44億 8729万 4千円
国庫支出金 33億 1061万 8千円
県支出金 22億 9071万 7千円
市　債 21億 8834万 3千円
繰入金 15億 2841万 2千円
地方消費税交付金     4 億 5000 万円　　
その他 11億 5461万 6千円

・自主財源（市税・繰入金ほか）………………31.5%
・依存財源（地方交付税など自主財源以外）…68.5%

 ■ 平成 24年度　一般会計

歳 入

地方交付税
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総　額  216 億 3200万円
民生費 79億 7538万 8千円
土木費 24億 8986万 3千円
総務費 24億 3066万 8千円
公債費 24億 1407万 6千円
衛生費 19億 2395万 4千円
教育費 16億 9148万 4千円
商工費 9億 8347万 4千円
農林水産業費 7億 1367万 6千円
消防費 7億 1218万 9千円
その他 2億 9722万 8千円

歳 出
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■ 市税と市債の１人当たりおよび１世帯当たりの負担額
　市税とは、市民の皆さんから市に納められる税金で、市民税・固定資産税・軽自動車税・たばこ税などです。
　市債とは、特定の建設事業を行うに当たり、その費用を賄うため銀行などから借りるお金のことです。
　ここでは、市税と市債の１人当たりおよび１世帯当たりの負担額がいくらになるかを表しています。
　①市税の負担額　1人当たり     79,700 円　　１世帯当たり　 203,182 円
　②市債の負担額　１人当たり   403,293 円      １世帯当たり 1,028,126 円
※平成 24年 3月 30日現在の人口と世帯数（人口 48,139 人、世帯数 18,883 世帯）で算出
※市税は、個人市民税・固定資産税（交付金納付金は除く）・軽自動車税・都市計画税の調定額の合計で、
　滞納繰越分を除いて推計。市債は、平成 24年度末現在高見込額より推計

経済対策を重点とした予算
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■ 市民１人当たりに使われる予算
　市民１人当たりに使われる金額がいくらになるか、主な費目ごとに表しています。
　１人当たりの合計額は、449,365 円になります。

民生費　165,674 円
障がい者福祉、児童福祉、高齢
者福祉、生活
保護などに必
要なお金

公債費　50,148 円
公共施設整備などのために借り
た市債の償還に
必要なお金

総務費　50,493 円
市の管理事務や企画、選挙事務、
文化・スポーツの振興
などに必要なお金

教育費　35,137 円
学校教育・社会教育の振興、文
化財保護などに
必要なお金

土木費　51,722 円
道路、公園、市営住宅の建設・
管理などに必要なお金

衛生費　39,967 円
健康増進、母子保健、廃棄物処
理、公害対策など
に必要なお金

農林水産業費　14,825 円
農林水産業の振興に必要なお金

消防費　14,794 円
消防や防災事業など、市民の安
全のために
必要なお金

商工費　20,430 円
観光事業や商工業の振興に必要
なお金

■ 目的税の使い道
　目的税とは、その使い道が特定されている税金のことで、本市では都市計画税と入湯税があります。
　都市計画税は、街路や公園など都市計画事業に要する費用の一部として、入湯税は鉱源泉の保護管理施設、
観光施設などの整備や観光の振興に要する費用の一部として活用されます。
◉都市計画税　　　　　　　　　（単位：千円）

事　業　名 平成 24年度
都市計画総務費 124,846
公園費 181,148
街路整備事業費 191,733
都市下水路費 2,482
街なみ環境整備事業費 30,409
公債費（都市計画事業債のみ） 374,684
合計 905,302

財源内訳
都市計画税 335,367
国庫・県支出金 119,361
市債 145,600
一般財源等 304,974

◉入湯税　　　　　　　　　　　（単位：千円）
事　業　名 平成 24年度

鉱泉源の保護管理施設整備費 14,000
消防施設整備費 15,290
観光振興費 568,596
観光施設整備費 20,943
合計 618,829

財源内訳
入湯税 11,883
国庫・県支出金 415,097
市債 37,700
一般財源等 154,149

 ■ 平成 24年度　特別会計
　特別会計は、特定の事業を行う場合や特定の収入を特定の支出に充てる場合に、一般会計とは別に、そ
の経理を明らかにするために設けた会計です。

会　計　別 予算額（千円） 会　計　別 予算額（千円）
国民健康保険事業 7,374,695 島原都市計画事業安中土地区画整理事業 845
温泉給湯事業 78,093 有明町簡易水道事業 721,720
交通災害共済事業 13,100 後期高齢者医療 539,774

入湯税…入湯税は、温泉や鉱泉の利用者
　　　　に課せられる市税です
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第
62
回 「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　
　
　
〜
再
出
発
を
見
ま
も
り
、
支
え
る
社
会
へ
〜

　社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
は
？

　「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
と
は
、

す
べ
て
の
人
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力

を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
強
調
月
間
で
あ
る
７
月
に
は
、
全
国
各

地
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
取
り
組
み

が
行
わ
れ
ま
す
。

　で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う

　
犯
罪
や
非
行
を
無
く
す
た
め
に
は
、
取

り
締
ま
り
を
強
化
し
て
過
ち
を
犯
し
た
人

を
処
罰
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
立
ち

直
ろ
う
と
決
意
し
た
人
を
社
会
で
受
け
入

れ
て
い
く
こ
と
や
、
生
み
出
さ
な
い
家
庭

や
地
域
づ
く
り
を
す
る
こ
と
も
大
切
な
こ

と
で
す
。

　
犯
罪
や
非
行
を
防
い
だ
り
、
過
ち
か
ら

の
立
ち
直
り
を
支
え
て
い
く
地
域
を
つ
く

る
に
は
、
一
部
の
人
た
ち
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
す
べ
て
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
関
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
地
域
を
つ
く
る
た
め
に
、

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
一
人
ひ
と
り
が
考

え
、
参
加
す
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
、
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
自

分
に
は
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

　本
市
に
お
け
る
行
事

　「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
島
原
地

区
推
進
委
員
会
で
は
、
各
地
区
の
青
少
年

健
全
育
成
協
議
会
や
学
校
な
ど
の
協
力
に

よ
り
次
の
よ
う
な
各
種
行
事
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
市
民
皆
さ
ん
の
多
数
の
参
加
と

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　「社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
中
学
生
・

　高
校
生
弁
論
大
会

　
少
年
の
非
行
防
止
、
健
全
育
成
、
地
域

活
動
へ
の
参
加
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
弁

論
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
各
中
学
校
・
高

校
か
ら
１
〜
２
名
の
弁
士
が
出
場
し
ま
す
。

▼
と
　き
　
７
月
25
日
㈬
　
13
時
か
ら
16

　
時
30
分
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
有
明
総
合
文
化
会
館

▼
ゲ
ス
ト
　
有
明
中
学
校
吹
奏
楽
部

　「社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
小
学
生
・

　中
学
生
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
に
関
す
る
こ

と
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
を

行
い
ま
す
。

▼
提
出
場
所
　
保
護
司
会
事
務
局
（
市
福

　
祉
セ
ン
タ
ー
）

▼
提
出
期
限
　
９
月
５
日
㈬
ま
で

　「社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
地
区
行
事

　
市
内
各
地
区
で
懇
談
会
や
協
議
会
な
ど

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
行
事
名
（
日
時
・
場
所
）

①
白
山
地
区
（
二
中
）
…
懇
談
会
　
７
月

　
５
日
㈭
・
６
日
㈮
　
19
時
30
分
か
ら
　

　
白
山
公
民
館

②
有
明
地
区
青
少
年
健
全
育
成
懇
談
会
…

　
７
月
４
日
㈬
・
５
日
㈭
　
20
時
か
ら
　

　
各
自
治
公
民
館

③
安
中
地
区
「
第
三
中
学
校
校
内
意
見
発

　
表
会
…
７
月
６
日
㈮
　
14
時
50
分
か
ら

　
第
三
中
学
校
体
育
館

④
杉
谷
地
区
「
社
明
・
補
導
１
０
０
人
パ

　
レ
ー
ド
」
…
７
月
14
日
㈯
　
18
時
か
ら

　
杉
谷
公
民
館

⑤
霊
丘
地
区
懇
談
会
…
７
月
28
日
㈯
　
10 

　
時
か
ら
　
霊
丘
公
民
館

⑥
三
会
地
区
懇
談
会
…
期
日
未
定
　
三
会

　
公
民
館

⑦
森
岳
地
区
懇
談
会
…
期
日
未
定
　
森
岳

　
公
民
館

　黄
色
い
羽
根
の
配
布
活
動

　
法
務
省
主
唱
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
あ
る
ヒ
マ
ワ

リ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
「
黄
色
い
羽
根
」
の

着
用
活
動
を
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。
募

金
を
目
的
と
す
る
も
の
で
な
く
、
皆
さ
ん

に
着
用
し
て
い
た
だ
き
、「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、

運
動
へ
の
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
の
も
の
で
す
。

　
平
成
20
年
度
に
長
崎
県
推
進
委
員
会
が

発
案
し
、
実
施
し
て
き
た
「
黄
色
い
羽
根
」

着
用
運
動
は
、
昨
年
度
よ
り
全
国
的
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
、
本
年
の
広
報
ポ
ス

タ
ー
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
７
月
の
強
調
月
間
を
中
心
に
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
安
全
・
安
心
の
国
づ
く
り
・

地
域
づ
く
り
に
賛
同
の
あ
か
し
・
象
徴
と

し
て
着
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
「
黄
色
い

羽
根
」
の
配
布
を
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
島
原
地
区
推
進
委
員
会
（
☎
62
３
９
４
１
）

　
ま
た
は
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
（
☎
68
１
１
１
１
　
内
線
６
５
１
）
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「国民健康保険・後期高齢者医療」の保険証が更新されます
■ 新しい国民健康保険証を７月下旬に郵送します
　新しい保険証は、８月１日から使用できます。
　なお、古い保険証は、新しい保険証を受け取っ
た後、８月１日以降破棄してください。
■ 保険証は大切に保管を
　保険証は、保険に加入していることを証明する
大切なものですので、大切に保管してください。
また、医療機関を受診するときは、必ず持参して
ください。
■ 医療費の負担割合
　医療機関の窓口負担割合は３割です。義務教育
就学前は２割、70歳以上で所得が現役並み所得以
外の人は１割になります。
■ 臓器提供に関する意思表示
　保険証裏面に「臓器提供に関する意思表示欄」

が表示されています。これは、臓器の移植に関す
る法律などの改正により、移植医療に関する啓発
や知識の普及を進めるためのものです。この意思
表示欄への記入は任意で、義務付けるものではあ
りません。
■ 国民健康保険税は期限内に納めましょう
　国民健康保険税（以下「国保税」）は１世帯ごと
に「世帯主」が納税義務者となり課税されます。
国保税は、加入者の皆さんの医療費を賄うための
大切な財源です。
　国保税を滞納すると、有効期限の短い「短期保
険者証」が交付される場合があります。
■ 問い合わせ先　
　保険・健康増進グループ保険班（☎ 63-1111　
内線 231）

新しい保険証を受け取ったら必ず確認を！
　記載内容を確認し、次の項目に該当する人は、必ず、保険・健康増進グループまたは有明支所で
届け出を行ってください。

こんなとき 届　け　出 届け出時に必要なもの
勤務先の健康保険証を持ってい
るのに保険証が送られてきた

国民健康保険を離脱する届け出
がされておらず、国民健康保険
にも加入していることになるた
め、届け出が必要になります

・勤務先の保険証
・国民健康保険証
・印鑑

会社などを退職しているのに保
険証が送られてこない

国民健康保険への加入の手続き
がされていない場合は、保険証
が送られませんので、届け出が
必要になります

・勤めていた会社からの健康保
  険離脱証明書など
・印鑑

８月１日から

「島原市花いっぱい運動」の参加者を募集します
　市では、各地区の町内会・自治会連絡協議会と一緒に「花
いっぱい運動」を実施します。この運動には、花が好きな人・
花を活用したまちづくりに興味がある人（団体）なら、ど
なたでも参加することができます。
　今後、各地区ごとの計画案、活動案を策定していきます
ので、皆さんの参加をお願いします。

▶申込期限　7 月 31日（火）まで
▶申し込み・問い合わせ先　まちづくり管理グループまちづくり班（☎ 63-1111　内線 252）

 後期高齢者医療被保険者証の更新
　75 歳以上の人と、65歳以上で一定の障がいの認定を受けた被保険者の人には、７月下旬に「後期高齢
者医療被保険者証」が個人ごとに郵送されます。
 問い合わせ先　保険・健康増進グループ保険班（☎ 63-1111　内線 233）
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「地域活動支援センター」を知っていますか？
　～出会いと可能性が広がるつどいの場です～

　障がいがある人が、レクレーションや各種教室などを通して、自身の
新しい興味の発見ができたり、他の人との触れ合い中で、お互いの悩
みを分かち合ったり、相談ができる場ともなっています。
　お気軽にいつでもご利用ください。

▶利用料　無料（食事などは実費負担となります。詳しくは下記事業所へ問い合わせてください）
事 業 所 名 住　　所 電話番号 ＦＡＸ

島原グリーンステーション 島原市緑町 8258番地 1 62-5780 62-5780

清華学園 島原市有明町大三東甲 2150番地 68-1161 68-1709

　■ 

問
い
合
わ
せ
先
　福
祉
保
健
総
務
グ
ル
ー
プ
福
祉
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
☎
63
１
１
１
１
　
内
線
２
７
３
）

お気軽に相談してください
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相 談 支 援 事 業 所

指定相談支援事業所
② 島原グリーンステーション
＊島原市委託相談支援事業所
▶住　所　島原市緑町 8258番地 1
▶電　話　６３－４８０８
▶ F A X　６３－４８０８
▶開所日　月曜日～金曜日
▶相談時間　8:00～17:00（電話は24時間対応可）
▶事業種類　特定・児童・一般
　　　　　

指定相談支援事業所
① ネットワークセンターひかり
＊島原市委託相談支援事業所
▶住　所　島原市萩が丘二丁目 5715番地 1
▶電　話　６２－７１４３
▶ F A X　６３－１６１０
▶開所日　月曜日～金曜日
▶相談時間　8:30 ～ 17:30（時間外も対応可）
▶事業種類　特定・児童・一般
　　　　　

指定相談支援事業所
③ 島原市医師会居宅介護支援センター
▶住　所　島原市萩原一丁目 1230番地
▶電　話　６２－５１５３
▶ F A X　６４－７４６７
▶開所日　月曜日～金曜日
▶相談時間　9:00 ～ 17:00
　　　　 　（時間外は緊急時のみ対応可）
▶事業種類　特定・児童・一般
　　　　　

　相談支援事業所には相談
支援専門員が常駐し、電話
や来所または自宅などに訪
問して、障がいのある人や
家族、地域の人たちのさま
ざまな困りごとや悩みを聞
き、その困りごとなどが解
決できるよう支援していま
す。
　まずは、お気軽に電話やＦＡＸでご連絡ください。
　なお、利用料は無料で、秘密は厳守されます。

指定相談支援事業所
⑤ さぽーと
▶住　所　島原市桜門町 2681番地 3
▶電　話　６３－１７２０
▶ F A X　６３－０１２７
▶開所日　月曜日～金曜日
▶相談時間　8:30 ～ 18:00
　　　　　  （時間外は緊急時のみ対応可）
▶事業種類　特定・児童・一般
　　　　　
　　　　　

指定相談支援事業所
④ 銀の星学園
▶住　所　島原市宮の町 249番地 1
▶電　話　６２－２９６１
▶ F A X　６２－２９８８
▶開所日　月曜日～金曜日
▶相談時間　8:00 ～ 17:00
　　　　　  （時間外は緊急時のみ対応可）
▶事業種類　特定・児童・一般
　　　　　
　　　　　



島原市職員を募集します（平成25年度採用予定）
▶職種および採用予定人数
　一般事務・建築・行政・土木　それぞれ若干名
▶受験資格
①一般事務…高校卒業程度の学力を有し、平成３年
　４月２日から平成７年４月１日までに生まれた人
②建築…高校卒業程度の学力を有し、昭和 48年４
　月２日以降に生まれた人で、１級建築士または２
　級建築士の免許を有する人
③行政・④土木…大学卒業程度の学力を有し、昭和
　58年４月２日から平成３年４月１日までに生ま
　れた人
※全職種とも、採用後は市内に居住できる人
▶試験日
・第一次…体力試験　９月 15日（土）
  　　　　学力試験　９月 16日（日）
・第二次…一次試験合格者のみ実施
▶試験会場（第一次）
・体力試験…第一中学校運動場（雨天時は同校体育館）
・学力試験…島原文化会館
▶試験内容
・第一次…・体力試験（全職種）
 　　　　  ・学力試験
　　　　   ①教養（全職種）
　　　　　②専門（一般事務を除く全職種）
               ③適性（一般事務）
 　　　　  ④作文（全職種）
・第二次…個別面接試験、健康診断書の提出
▶受付期間　７月17日（火）から８月17日（金）まで
※郵送の場合は８月 17日（金）までの消印有効

▶採用試験要綱などの請求方法
（１）インターネットで出力する場合
　市ホームページ（http://www.city.shimabara.
lg.jp/）からダウンロードしてください
（２）直接、請求する場合
　政策企画グループ人事班または有明支所で受け
取ってください
（３）郵送により請求する場合
　120円分の切手を貼ったあて先明記の返信用封筒
（角２）を同封のうえ、政策企画グループ人事班へ
請求してください
▶申込方法
（１）提出書類
　①採用試験申込書、②官製はがき（受験票用）、
　③１級建築士または２級建築士免許の写し（職種
　   が「建築」の人のみ）
（２）申し込み時等の注意事項
・持参する人は「採用試験申込書」に必要事項を記
　入し、指定された大きさの写真を貼り、「あて先」
　明記の官製はがき（受験票用）を政策企画グルー
　プ人事班へ提出してください
・郵送で申し込む人は、あて先明記の官製はがき（受
  験票 用）を同封してください（はがきがない場合、
  受験票を発行できませんので注意してください）。
  また、郵送の際は封書（簡易書留扱い）にしてく
  ださい
▶応募・問い合わせ先
　政策企画グループ人事班（〒 855-8555　島原市
　上の町 537番地　☎ 63-1111　内線 126）

～ 湧水とゆかたが似合う城下町 ～

島原城下ゆかたまつり
　浴衣が似合う夏の恒例イベント「島原城下ゆ
かたまつり」が今年も開催されます。
　期間中は、浴衣姿で観光施設や商店街を訪れ
ると、さまざまな特典が受けられるほか、フォ
トコンテストが開催されます。

▶と　き
　７月 21日（土）から
   ８月 31日（金）まで
▶問い合わせ先
　島原温泉観光協会
　（☎ 62-3986）
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「 雲仙岳災害記念館 」10周年記念イベント
①入館者に記念品プレゼント
　アンケートに答えた人に記念品をプレゼントします
▶と　き　７月１日（日）～７月 31日（火）
②雲仙普賢岳噴火災害のビデオ放映
▶と　き　７月１日（日）～７月 31日（火）
　毎週土・日曜は語り部さんのミニ講話を実施
③高原至さん写真展
▶と　き　７月１日（日）～７月 31日（火）
▶内　容　雲仙普賢岳災害を記録し続けた写真家　
　高原至さんの写真を展示
④工作教室「水を使わないシャボン玉作り」
▶と　き　７月の毎週日曜日９時から
　先着 30人（材料がなくなり次第終了）
■ 問い合わせ先　雲仙岳災害記念館（☎ 65-5555）

▶道路使用許可申請
　２ｍ以上の精霊船を出す人（団体）は道路使用
許可申請が必要です。
▶申請方法
　観光・ジオパークグループおよび各地区公民館
に備え付けの申請書に、必要事項を記入し、観光・
ジオパークグループまたは各地区公民館へ提出し
てください。
▶申込期間
　７月４日（水）から７月 20日（金）まで
※この期間以降は、直接、島原警察署へ提出して
　ください
▶道路使用許可証の交付日時・場所
　８月２日（木）10時から
　森岳公民館大ホール
※責任者は必ず出席してください
※処分負担金の納入が確認できなければ、道路使
　用許可証の交付ができない場合があります
▶処分負担金
　精霊船の処分を精霊流し行事実施協議会に依頼
する場合は、観光・ジオパークグループまたは各
地区公民館備え付けの「精霊船処分負担金振込用
紙」で納めてください。振込手数料は、精霊流し
行事実施協議会で負担します。

▶処分負担金の額（１隻分）
・流し場から海に流す場合・・・１万 8000円
・陸上集積のみの場合・・・・・１万円
※２ｍ未満の精霊船も処分を依頼する場合は負担
　金が必要です
※精霊船を野外で焼却することは、法律で禁止さ
　れています。自己処分する場合は高さ 60cm、　
　幅１ｍ、長さ２ｍ以下に寸断して東部リレーセ
　ンターに搬入してください。ただし有料となり
　ます
※天候の都合などで海に流せない場合も負担金の
　返却はありません
▶問い合わせ先
　観光・ジオパークグループ（☎ 63-1111 内線
212）

精霊船には届け出が必要です
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100 日前イベント　開催！ 　和牛のオリンピックとも言われている「全国和牛能力共進会」が島原
復興アリーナ、佐世保市で開催されます。大会の機運を盛り上げるため、
100日前イベントを開催します。
100 日前イベント
▶と　き　７月 7日（土）10時から 16時まで
▶ところ　島原復興アリーナ
▶内　容　・和牛試食会（11時～、14時～　合計 500食限定）
　　　　　・「かさべこくん」グッズ抽選会
　　　　　・大会ＰＲ活動など
▶問い合わせ先　農林水産グループ農林畜産班（☎ 68-1111 内線 551）

大会マスコット
「かさべこくん」
誕生日：11月 29日
　　　    （いい肉）

①島原会場（島原復興アリーナ）
　▶と　き　10月 26日（金）～
　　　　　　10月 28日（日）
　▶ところ　島原復興アリーナ
　▶内　容　和牛肉シンポジウム、ご当
                  地グルメ選手権､ さだまさ
                  し島原ライブなど
②佐世保会場（ハウステンボスほか）
　▶と　き　10月 25日（木）～
　　　　　　10月 29日（月）

さだまさし島原ライブ
▶と　き　10月 27日（土）
　　　　　14時開場、15時開演
▶ところ　島原復興アリーナ
▶入場料　無料（入場整理券が必要）
▶応募方法　往復はがき（１枚で２人まで
　入場可）に住所・氏名・年齢・電話番号
　を明記して応募してください
▶応募先　〒 852-8527　ＮＣＣ内「さだまさし島原ライブ」事務局
▶募集開始　７月７日（土）　７月７日以前に到着したものは無効
　先着順ではなく抽選となり、９月中旬ごろに当落の返信があります
▶問い合わせ先　さだまさし島原ライブ事務局（☎ 095-843-7073）

全国和牛能力共進会　長崎県大会

和牛長崎 検 索



島原半島ジオパーク推進連絡協議会（☎６５－５５４０）

世界に羽ばたく島原半島世界ジオパーク ㉙
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島原宣言
１）東日本大震災とジオパーク
２）自然災害におけるジオパークの役割
３）気候変動問題におけるジオパークの役割
４）自然資源の管理にあたってのジオパークの役割
５）ジオパークの遺産の保全と活用
６）ジオパークに関連する組織間の協力体制の確立
７）ネットワーク作りと持続可能な発展
８）将来のジオパーク
　　　　　　　　　　　　島原半島世界ジオパーク
　　　　　　　　　　　　2012年 5月 15日

ジオパーク国際ユネスコ会議「島原宣言」
　「島原宣言」８項目のうち、特に市民皆さんに関係する項目を原文のまま抜粋しています。

島原半島世界ジオパーク
の推進と発展に引き続き
ご協力ください

第
５
回
ジ
オ
パ
ー
ク
国
際
ユ
ネ
ス
コ
会
議

　
島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
で
暮
ら
す
私
た

ち
が
一
つ
に
な
っ
て
、
世
界
各
地
か
ら
の

多
く
の
参
加
者
を
お
迎
え
し
、
日
本
初
開

催
と
な
っ
た
、「
第
５
回
ジ
オ
パ
ー
ク
国

際
ユ
ネ
ス
コ
会
議
」
が
、
５
月
12
日
か
ら

15
日
ま
で
島
原
復
興
ア
リ
ー
ナ
を
メ
イ

ン
会
場
と
し
て
島
原
半
島
内
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
会
議
に
は
、
日
本
を
含
む
世
界
31

の
国
と
地
域
よ
り
、
研
究
者
、
関
係
者

な
ど
５
９
３
人
の
参
加
登
録
が
あ
り
、
一

般
来
場
者
を
含
め
る
と
過
去
最
多
の
約

５
３
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
パ
ト
リ
ッ
ク
・
マ
ッ
キ
ー
バ
ー

氏
の
基
調
講
演
を
皮
切
り
に
、
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
の
最
新
情
報
や
研
究
成
果
な
ど
の

「
口
頭
発
表
」
や
「
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
元
中

高
生
な
ど
も
参
加

し
て
「
ポ
ス
タ
ー

発
表
」、
市
民
や

研
究
者
、
観
光
・

ガ
イ
ド
・
防
災
な

ど
の
関
係
者
が
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て

参
加
す
る
「
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
」、
子
ど
も
た
ち
が
学
習
し
た

成
果
を
発
表
す
る
「
子
ど
も
発
表
」、
火
山

を
身
近
な
材
料
で
再
現
す
る
「
キ
ッ
チ
ン

火
山
実
験
教
室
」な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
5
月
14
日
に
は
、
島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー

ク
の
見
所
（
ジ
オ
サ
イ
ト
）
を
巡
る
「
現
地

視
察
」、
火
山
の
恵
み
で
あ
る
「
食
」
を
堪

能
す
る
「
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
島
原
半
島
の
物
産
展

「
ジ
オ
ま
る
し
ぇ
」
や
市
内
商
店
街
で
は
「
夜

市
」
な
ど
も
実
施
さ
れ
、
国
際
会
議
参
加

者
や
市
民
が
一
緒
に
楽
し
み
多
く
の
交
流

が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
閉
会
式
で
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
防
災
教

育
へ
の
活
用
な
ど
８
項
目
か
ら
な
る
「
島

原
宣
言
」
が
世
界
に
向
け
て
発
信
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
今
回
初
め
て
、
ジ
オ
パ
ー

ク
の
遺
産
の
保
全
と
活
用
の
中
で
、
地
質
、

自
然
だ
け
で
な
く
「
無
形
」
の
文
化
遺
産

を
保
管
し
保
存
し
て
い
く
こ
と
が
宣
言
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
会
議
で
は
、
多
く
の
市
民
皆
さ

ん
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
海
外

の
み
な
ら
ず
、
国
内
参
加
者
か
ら
も
多
く

の
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
子
ど
も
た
ち
を
含
め
数
多
く
の

場
面
で
の
「
お
も
て
な
し
の
心
」
が
、
こ

れ
ま
で
に
は
な
い
会
議
で
あ
っ
た
と
高
い

評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　
来
年
、
島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
再
審
査
が
あ
り
、
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を
地
域
で
ど
の
よ
う

に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
も
審
査
さ
れ
ま

す
。

　
引
き
続
き
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

２）自然災害におけるジオパークの役割
　地球は私たちに自然資源や美しく素晴らしい景観をも
たらす。しかしながら、時には、地震、津波、火山噴火、
地滑り、そして洪水のような大きな災害を引き起こすこ
ともある。ジオパークにおいて私たちの生きている地球
について教育することは、私たちの地域社会が、ジオの
災害を時として起こす自然と如何に共存するかを理解す
るのに最も効果的である。
５）ジオパークの遺産の保全と活用
　私たちのジオパークの地質、自然、無形や有形の文化
の遺産を管轄し保存するさまざまな組織と連携すること
によって、また、質の高い施設を設置し、質の高い教育
プログラムを提供することによって、私たちは、世界ジ
オパークネットワークのブランドが高く評価され、より
認知されるように継続的に努力する。 

　その他の項目で詳しい内容については、ジオパーク国
際ユネスコ会議ホームページ（http://www.geoparks
2012.com/jp/）、島原市ホームページ（http://www.
city.shimabara.lg.jp/）をご覧くださいジーオくん  ジーナちゃん
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節
電
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
今
夏
に
お
い
て
は
、
昨
夏
並
み
の
節
電
を
実
施
し
た
場
合
で
も
、
供
給

力
が
不
足
す
る
見
通
し
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
昨
年
よ
り
さ
ら
に
３
％
の
節
電
（
平
成
22
年
度
比
10
％
以

上
の
節
電
）
が
必
要
で
す
。

　
大
規
模
な
停
電
や
計
画
停
電
を
防
ぐ
た
め
、
市
民
皆
さ
ん
の
節
電
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
節
電
対
象
期
間
　
７
月
２
日
㈪
〜
９
月
７
日
㈮
の
平
日
（
８
月
13
日
〜

　
15
日
を
除
く
）　
９
時
か
ら
20
時
ま
で

▼
家
庭
に
お
け
る
電
力
使
用
量
の
割
合
（
夏
季
14
時
ご
ろ
）

・
エ
ア
コ
ン
　
58
％

・
冷
蔵
庫
　
17
％

・
照
明
　
６
％

・
テ
レ
ビ
　
５
％

　
エ
ア
コ
ン
の
節
電
が
効
果
的
な
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

緊急時の節電ご協力お願いメール
　電力の受給状況が大変厳しい場合、あらか
じめ登録した人へ、九州電力から携帯電話な
どに「緊急時の節電ご協力お願いメール」が
配信されます。
　皆さんのご協力をお願いします。
・携帯版ホームページ　http://kyuden.jp/

・パソコン版ホームページ
　http://www.kyuden.co.jp
▶注意事項
・登録前に”kyuden.co.jp”ドメインからメー
 ルが受信できるよう設定変更を済ませてくだ 
 さい
・本メールの配信の利用料・登録料は発生し
  ませんが、別途、携帯電話会社への通信料
  がかかります
▶問い合わせ先　九州電力携帯メールサポー
　トサービスセンター（☎ 0120-411-910）

家庭でできる節電の取り組み事例
電気機器 取り組み事例

エアコン 室温 28度を心がける。エアコンの控え過ぎによる体調不良に気をつけ、無理のない範囲
での節電をお願いします（屋内でも熱中症にかかる場合があります）
「すだれ」や「よしず」などで窓からの日差しを和らげる
※エアコンの節電につながります
無理のない範囲でエアコンを消し、扇風機を使用する
※除湿運転や頻繁なスイッチのオンオフは、電力の増加になる場合があります

冷蔵庫 冷蔵庫の設定を ｢強｣ から ｢中｣ に変え、扉を開ける時間をできるだけ減らし、食品をつ
めこまない　※食品の傷みに注意してください

照　明 日中は不要な照明を消す

テレビ 省エネモードに設定するとともに、画面の輝度を下げ、必要な時以外は消す
※標準→省エネモードに設定し、使用時間を 2/3 に減らした場合

ジャー炊飯器 早朝にタイマー機能で１日分まとめて炊いて、冷蔵庫や冷凍庫に保存する

待機電力 リモコンの電源ではなく、本体の主電源を切る
長時間使わない機器はコンセントからプラグを抜く

島原市役所での節電への取り組み
　昨年に引き続き、市役所でも節電に取り組みます。皆さんのご理解ご協力をお願いします。
１　空調管理の徹底
・設定温度を 28度とし、扇風機などを有効利用
・運転時間は 10時から 16時まで
・エアコンフィルターの定期清掃
２　庁舎内の照明の間引き・消灯の徹底
・廊下の全消灯、窓際の電灯使用の削減
・昼休み中の執務室消灯

３　電気製品の省エネ（使用機器の削減など）
４　クールビズ（ジオパーク・がんばらんば国体
　　ポロシャツの着用）
５　ノー残業デーの実施（毎週水曜・金曜の 2回）

　昨年、市役所で節電に取り組んだ結果、電気使用量
を25％削減しました（平成22年度7～9月比較）。

　2次元コード読み取り機能付携帯はこちら→

グリーンカーテンも
エアコンの節電に効
果的です（昨年の市
役所別館）



ウ

ォッチン

グ

まち
かど

福知山市と災害時応援協定を締結

　

島原の特産品を買い求めて
「島原ふるさと特産市」開催

姉妹都市の絆を活かして

　５月 22日、本市と姉妹都市の福知山市（京都府）と「災害時における
相互応援協定」を締結しました。
　この協定は、島原市・福知山市のいずれかにおいて大規模災害などが発
生した場合、被害を受けた市の要請により、職員派遣や資材・機材・物資
などの提供を行い、相互に市民の生命および財産を守るものです。
　この協定締結により、より安心・安全な体制が確立されました。
　また、同日、地元ＦＭ局（ＦＭしまばら・ＦＭたんば）においても、災
害時にインターネット回線を利用した情報発信を代行する相互情報応援協
定が締結されました。

　６月３日、島原の特産品が並ぶ「島原ふるさと特産
市」が有明の森フラワー公園で開催されました。
　特産市には、マダーボール、メロン、とうもろこし
などの新鮮な農産物のほか、海産物や刃物などが出品
され、朝早くから多くの人で賑わいました。

島原さらくプロジェクト
歩いて楽しめる街を目指して

　６月 10日、街あるきのイベント「古地図を歩く」
が開催されました。
　これは、森岳まちづくりの会が取り組んでいる「島
原さらくプロジェクト」の一環で、上の町の酒蔵を拠
点として、歴史的な街並みや湧水群を活かし、歩いて
楽しめる街を演出しようというもの。この「島原さら
くプロジェクト」は、森岳まちづくりの会が市と連携
して県の「新しい公共の場づくりのためのモデル事業」
に応募し選定されています。
　今回のイベントは、モデルコースマップの完成を記
念して企画され、参加者は郷土史家松尾卓次さんのガ
イドで島原城の北側（二の丸、三の丸があった場所）
界隈の街歩きを楽しみました。

より良いまちづくりを目指して
市長を囲む地域懇談会

　６月 11日から市長を囲む地域懇談会が始まり、市
内７地区の会場で実施されました。
　市の取り組みと市庁舎建設計画の説明後、それらに
関する事項のほか各地区において市政全般にわたりさ
まざまな意見や提案が出されました。
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し ま ば ら
子育て情報

育児ワンポイント
“晴れるかな？たなばた”
　七夕といえば、織り姫と
彦星の伝説が有名です。で
も、この７月７日、多くの
地域では梅雨明け前。晴れ
る確率がとても低い日なの
です。
　「ことしは織り姫と彦星、
会えるかな？」七夕の夜、
お子さんと
一緒に空を
眺め、お話
してみるの
もいいです
ね。

　  育児サークル「こいこいひろば 」
　親子で楽しみながら子育てをしてみませんか。育児ボラン
ティアの方の協力で、 毎回楽しい行事が盛りだくさん！
自由参加できます。お気軽に参加ください。
　食生活改善推進員とありあけ母親クラブの皆さんによる手作
りおやつもあります。
●と　き　毎月第１水曜日　10時～ 11時 30分
●ところ　霊丘公民館　　　　　　　　 
●対象者　市内に住む小学校就学前までのお子さんとその保護者
●問い合わせ先　子育て支援室（☎ 62-4015）

「育児サークル」ってなあに？
　育児サークルは、親子で楽しみながら子育てができるよう、情報交換と友だちづくりのきっかけとなる
場を設けて、参加者の交流を行っています。今月は、「こいこいひろば」を紹介します。
育児サークル 曜　日 場　所 育児サークル 曜　日 場　所

ぱぴぷキッズ 毎月第２・４木曜日 市保健センター すくすくげん kids 毎月第３木曜日 杉谷公民館
きらら kids 毎月第１火曜日 有明保健センター こいこいひろば 毎月第１水曜日 霊丘公民館
のびのび kids 毎月第 2火曜日 三会公民館 にこにこ kids 毎月第１木曜日 安中公民館

育児ボランティアの皆さん

中央公園までお花見散歩

春のお茶会 母の日の手形プレゼント

ママたちのためのリフレッシュ講座
　日常の忙しさをほんの少しだけ忘れて、ホッとした時間を持
ちませんか。
●会　場　市保健センター
●対象者　小学校就学前の子どもがいるお母さん
※託児ができます
●申し込み・問い合わせ先　子育て支援室（☎ 62-4015）
開 催 日 時 時　　間 講 座 内 容

７月 　2日（月）
10：30～
11：30

ベビーダンス（森本洋子先生）

９月 21日(金 )
10：00～
12：00

手仕事シリーズ（手作りアクセサ
リー：要材料費 200円）
講師　桑島ありさ先生

　子育て支援講座を開催します（親育ち講座）
　一生懸命がんばりすぎて、子育てに疲れているあなた。忙しい日々の中
でホッと一息つけます。
　困ったことやストレスへの対処法などアイディアを交換しながら、自分
でも試してみようと思うよい方法が見つけられます。
選択コース 日程（全８回） 会場・連絡先 時間：10時～ 12時

対象者：0歳から小学校
就学前までの親で、原則
全日程(8回)参加できる人
申込期限：7月27日(金)
参加費：無料
申し込み・問い合わせ先：
子育て支援室
（☎ 62-4015）

Ｃコース
(定員14人)

9月 3日 (月 )・10日 ( 月 )・
18日（火）・24日（月）、
10月１日(月)・10日(水 )・
16日 ( 火 )・22日 ( 月 )

市保健センター
子育て支援室
（☎ 62-4015）

Ｄコース
(定員14人)

10月3日(水)・10日(水)・
17 日 ( 水 )・24 日 ( 水 )・
31日（水）、11月8日 (木 )・
14日 ( 水 )・21日 ( 水 )

白山公民館
わかくさ園保育所
（☎ 62-3638）

平成 24.7.　　12



TEL 0120－555－203
TEL 095－826－5511

● 対象者　　中学生以下の小児（内科疾患のみ）
● 診療場所　長崎県島原病院小児科外来室
● 診療時間　土曜日の 18:00 ～日曜日の 17:00
● 受付時間　土曜日の 17:30 ～日曜日の 16:30

小児の日曜診療所 ☎63-0202
（受付時間のみ）

※必ず電話受付後、来院をお願いします

　
こ
の
教
室
で
は
、
親
子
で
料
理
す
る

こ
と
で
絆
を
深
め
る
と
と
も
に
、
家
で

も
実
践
で
き
る
・
子
ど
も
だ
け
で
も
作

れ
る
簡
単
な
料
理
を
実
習
し
ま
す
。

▼
第
１
回

 

・
と
き
：
７
月
22
日
㈰　
10
時
か
ら
13

　
時
30
分
ま
で
（
受
付
９
時
30
分
か
ら
）

 

・
と
こ
ろ
：
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
第
２
回

 

・
と
き
：
８
月
３
日
㈮　
10
時
か
ら
13

　
時
30
分
ま
で
（
受
付
９
時
30
分
か
ら
）

 

・
と
こ
ろ
：
有
明
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内　
容　
調
理
実
習
（
詳
細
な
内
容

　
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く

　
だ
さ
い
）

▼
対　
象　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

▼
持
参
品　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

▼
募
集
定
員　
親
子
15
組

▼
参
加
費　
無
料

▼
講　
師　
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協

　
議
会

▼
申
込
方
法　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電

　
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

▼
申
込
期
限　
７
月
13
日
㈮
ま
で

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
で
日
々
の
食
事
づ

く
り
に
悩
ん
で
い
る
親
を
対
象
に
ア
レ

ル
ギ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　
き　
７
月
13
日
㈮　
10
時
か
ら

　
12
時
30
分
ま
で
（
受
付
９
時
30
分
か

　
ら
）

▼
と
こ
ろ　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内　
容　
調
理
実
習
、
保
健
師
・
栄

　
養
士
に
よ
る
情
報
提
供
、
親
同
士
の

　
情
報
交
換
会

▼
持
参
品　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

▼
参
加
費　
無
料

▼
申
込
方
法　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電

　
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
親
子

　
で
の
参
加
も
可
能
で
す
）

▼
申
込
期
限　
７
月
12
日
㈭
ま
で

　
予
防
接
種
は
、
病
気
に
対
す
る
免
疫

力
を
高
め
、
病
気
の
発
症
や
重
症
化
を

予
防
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
三
種
混
合
や
二
種
混
合
、
麻
し
ん
・

風
し
ん
（
М
Ｒ
）、
日
本
脳
炎
の
う
ち
、

対
象
と
な
り
、
ま
だ
受
け
て
い
な
い
予

防
接
種
が
あ
れ
ば
、
早
め
に
受
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
対
象
者
や
接
種
回
数
・
間
隔
は
健
康

カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
定
期
予
防
接
種
は
原
則
保
護
者

同
伴
で
す
。
保
護
者
以
外
の
人
が
同
伴

す
る
場
合
に
は
「
委
任
状
」
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る
た
め
、
市

で
は
、
次
の
人
を
対
象
と
し
て
平
成
24

年
度
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
全
額
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
予
防
接
種
は
「
任
意
予
防
接
種
」

で
す
。
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
既
に

配
布
済
み
の
「
お
知
ら
せ
」
を
必
ず
読

ん
だ
上
で
市
内
指
定
医
療
機
関
に
予
約

し
て
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
者
（
次
の
い
ず
れ
も
満
た
す
人
）

 

・
接
種
日
に
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

 

・
中
学
校
１
年
生
か
ら
高
校
１
年
生
相

　
当
の
女
子
（
平
成
８
年
４
月
２
日
生

　
ま
れ
か
ら
平
成
12
年
４
月
１
日
生
ま

　
れ
ま
で
）

※

た
だ
し
、
高
校
２
年
生
相
当
の
女
子

　
で
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
１
回

　
目
ま
た
は
２
回
目
の
接
種
を
受
け
た

　
人
は
対
象
と
な
り
ま
す

▼
実
施
時
期　
平
成
24
年
４
月
１
日
か

　
ら
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

▼
回
数
お
よ
び
接
種
間
隔

 

・
３
回
（
同
じ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て

　
く
だ
さ
い
）

 

・
初
回
か
ら
１
カ
月
後
ま
た
は
２
カ
月

　
後
に
２
回
目
、
６
カ
月
後
に
３
回
目

　
を
接
種
し
て
く
だ
さ
い

※

今
年
度
中
に
３
回
接
種
す
る
た
め
に

　
は
、
遅
く
と
も
９
月
ま
で
に
１
回
目

　
を
接
種
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

▼
実
施
場
所　
市
内
指
定
医
療
機
関

※

接
種
回
数
な
ど
の
管
理
の
た
め
３
回

　
と
も
同
じ
医
療
機
関
で
接
種
す
る
よ

　
う
に
し
て
く
だ
さ
い

▼
持
参
品　
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日

　
が
確
認
で
き
る
も
の

※

２
回
目
以
降
は
接
種
カ
ー
ド
を
持
参

　
し
て
く
だ
さ
い

▼
接
種
費
用　
無
料

　　
日
ご
ろ
の
介
護
の
苦
労
話
や
悩
み
な

ど
を
語
り
合
う
場
と
し
て
、
毎
月
１
回
、

介
護
者
の
つ
ど
い
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　
き　
毎
月
第
１
月
曜
日
（
１
月

　
は
第
３
月
曜
日
）
13
時
30
分
か
ら
15

　
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　
在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る

　
人

▼
内　
容　
楽
に
で
き
る
介
護
と
リ
ハ

　
ビ
リ
の
コ
ツ
、
介
護
食
づ
く
り
、
座

　
談
会
な
ど

熱
中
症
と
は

　
室
内
や
気
温
が
高
い
中
で
の
作

業
や
運
動
に
よ
り
、
体
内
の
水
分

や
塩
分
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

体
温
の
調
整
機
能
が
働
か
な
く
な

り
体
の
中
に
熱
が
こ
も
っ
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
症
状
に
襲
わ
れ
る
の
が

熱
中
症
で
す
。

多
く
の
人
が
か
か
る
の
は
な
ぜ
？

　
高
温
多
湿
と
い
う
日
本
の
環
境

や
地
球
温
暖
化
に
よ
る
真
夏
日
・

熱
帯
夜
の
増
加
に
よ
る
影
響
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
他
に
も
エ

ア
コ
ン
が
普
及
し
、
夏
に
汗
を
か

く
機
会
が
少
な
く
な
り
、
汗
腺
の

働
き
が
弱
く
な
っ
た
現
代
人
の
体

温
調
節
機
能
の
低
下
や
高
齢
者
の

増
加
、
ま
た
、
循
環
機
能
が
低
下

し
や
す
く
、
体
温
調
節
が
苦
手
に

な
り
や
す
い
糖
尿
病
な
ど
の
持
病

が
あ
る
人
の
増
加
に
も
関
係
が
あ

る
よ
う
で
す
。

☆
か
か
り
や
す
さ
の
特
徴

子
ど
も
：
体
温
調
節
機
能
が
未
熟

高
齢
者
：
汗
を
か
き
に
く
く
、
暑

さ
を
感
じ
に
く
い

肥
満
気
味
の
人
：
脂
肪
が
断
熱
材

の
よ
う
に
な
り
、
体
温
が
下
が
り

に
く
い

予
防
す
る
に
は
？

①
日
陰
を
味
方
に…

外
出
時
は
日

　
陰
を
選
び
、
室
内
で
は
す
だ
れ

　
や
カ
ー
テ
ン
を
利
用
し
ま
し
ょ

　
う

②
服
装
に
工
夫
を…

吸
湿
性
や
通

　
気
性
に
富
ん
だ
衣
服
を
選
び
、　

　
帽
子
や
日
傘
を
使
用
し
、
ノ
ー

　
ネ
ク
タ
イ
に
し
ま
し
ょ
う

③
上
手
に
水
分
補
給…

の
ど
の
渇

　
き
を
感
じ
る
前
に
早
め
に
補
給

　
し
、
汗
を
か
い
た
時
は
塩
分
も

　
あ
わ
せ
て
補
給
し
ま
し
ょ
う

④
適
度
に
汗
を
か
く
習
慣
を…

日

　
ご
ろ
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

　
の
運
動
や
入
浴
な
ど
で
汗
を
か

　
く
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う

⑤
日
ご
ろ
の
体
調
を
整
え
ま
し
ょ

　
う…

一
日
三
食
、
栄
養
バ
ラ
ン

　
ス
の
良
い
食
事
と
十
分
な
睡
眠

　
を
と
り
ま
し
ょ
う

⑥
室
内
の
温
度
・
湿
度
管
理
を…

　
ク
ー
ラ
ー
は
28
℃
く
ら
い
に
設

　
定
し
、
ド
ラ
イ
機
能
や
扇
風
機

　
も
上
手
に
活
用
し
ま
し
ょ
う

症
状
と
対
応
方
法

健康 UP 大作戦 健康しまばら21
月7 休日の お医者さん歯医者さん

■ 当番医　　　診療時間 午前9時～午後6時

■ 当番歯科医　診療時間　午前9時～正午

 ※都合により変更となる場合があります

日 医 療 機  関 電話番号

1
日
（日）

日
（日）

日
（日）

日
（月）

日
（日）

7

月

慢性閉塞性肺疾患（COPD）
加齢による膝の痛みの予防
子 ど も の 夜 驚 症
顔のできもの－イボか皮膚がんか－
い わ ゆ る う つ 病
女性頻尿　その②治療は？

貴 田 病 院

土井外科胃腸科医院

前田内科胃腸科医院

まつおデンタルクリニック

松 岡 病 院

酒井外科胃腸科医院

よ こ た 医 院

高城歯科クリニック

木 下 内 科 医 院

稲田整形外科医院

長 田 医 院

喜 多 歯 科 医 院

たかお循環器科・内科

石橋こどもクリニック

い と う 整 形 外 科

永 吉 医 院

吉 田 歯 科 医 院

かわはら内科胃腸科医院

原田形成整形外科医院

安 藤 病 院

ま き 歯 科

魚 住 医 院

山口外科胃腸科医院

愛野ありあけ病院

はらぐち歯科医院

坂 本 内 科 医 院

西 村 ク リ ニ ッ ク

愛 野 記 念 病 院

宮 﨑 歯 科 医 院

有明町大三東

中 町

雲仙市瑞穂町

北 門 町

江 戸 丁

宮 の 町

雲仙市瑞穂町

先 魁 町

中 野 町

片 町

雲仙市瑞穂町

中 町

加 美 町

新町一丁目

広馬場町

雲仙市吾妻町

上 の 町

坂 上 町

片 町

雲仙市吾妻町

上新丁一丁目

城内一丁目

大手原町

雲仙市愛野町

上 の 町

親 和 町

下川尻町

雲仙市愛野町

萩原二丁目

68-0040

62-6305

77-3089

65-0233

62-2526

62-6655

77-2000

64-6480

64-5851

62-6355

77-3622

62-4745

62-6300

65-0008

61-0110

38-2015

62-5026

62-5413

64-3939

38-2152

64-5077

63-2286

62-3200

36-0153

62-4361

63-4641

62-0888

36-0015

62-1180

月
火
水
木
金
土・日

14平成24.7.15 平成24.7. 

15

日
（日）

22

16

８

５
月

健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

8

日
（日）

29

重症度 症　状 対　処

めまい・立ちくらみ・
こむら返り・大量の汗

頭痛・吐き気・体がだる
い・体に力が入らない・
集中力や判断力の低下

意識障がい（呼びかけに
対し反応がおかしい・会
話がおかしいなど）・け
いれん・運動障がい（普
段通りに歩けないなど）

涼しい場所へ移動・安
静・水分補給

涼しい場所へ移動・体
を冷やす・安静・十分
な水分と塩分の補給

救急車を呼ぶ
水分、塩分の補給

！
家の中でじっとしていても室温や湿度が高いために、
熱中症になる場合があるので注意が必要です

熱中症を予防しましょう

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

ア
レ
ル
ギ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
す

今月のテーマ お
や
こ
の
食
育
教
室

〜
食
を
通
し
た
自
由
研
究
〜

保健センターだより ■有明保健センター（☎６８－５３３５）■有明保健センター（☎６８－５３３５）
■市保健センター（☎６４－７７１３）■市保健センター（☎６４－７７１３）保健センターだより

子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

そ
よ
か
ぜ
の
つ
ど
い

（
介
護
者
の
つ
ど
い
）

軽度

重度



公民館では各種講座を行っています
あなたも参加してみませんか
◆有明公民館
◆三会公民館
◆杉谷公民館
◆森岳公民館
◆霊丘公民館
◆白山公民館
◆安中公民館

（☎68－1101）
（☎62－4505）
（☎63－2231）
（☎63－2242）
（☎64－2023）
（☎63－2221）
（☎63－2253）

公民館

●と　き　　7月 28 日（土）、8月 4日（土）・11 日（土）（計 3回）
　　　　　　9時 30 分から 11 時 30 分まで
●ところ　　杉谷公民館　　●受講料　　無料
●募集人数　15 人（対象は親子・児童・一般、先着順）
●申し込み・問い合わせ先　杉谷公民館

夏休み工作教室 ～牛乳パックで「おはなし」を作ろう～

17 平成24.7.

　インターネットでお買い物！美味しいものやお得なものが便利に
買えるんです。
●と　き　　7月 10 日（火）・17 日（火）・24 日（火）（計 3回）
　　　　　　19 時 30 分から 21 時まで
●ところ　　杉谷公民館
●募集人数　18 人（対象は一般、先着順）
●受講料　　無料（ただし、資料代 3回分 450 円が必要）
●申し込み・問い合わせ先　杉谷公民館

●第１回目 ・と　き　　7月 27 日（金）　9時 30 分から 12 時まで
　　　　　 ・メニュー　ミルクセーキ、ＢＯＸケーキ
●第２回目 ・と　き　　8月 10 日 ( 金）　9時 30 分から 12 時まで
　　　　　 ・メニュー　クリームブリュレ、マカロン
●ところ　　杉谷公民館
●募集人数　15 人（対象は親子・児童・一般、先着順）
●受講料　　無料（ただし、材料費１回につき 500 円が必要）
●申し込み・問い合わせ先　杉谷公民館

　夏の夜、世界にひとつだけのビー
ルカップやつまみ皿、あなたにお似
合いの器を作ってみませんか？
●と　き　7月 11 日（水）・18 日
　　　　　（水）・25日 (水）（計3回）
　　　　　19 時 30 分から 21 時　
　　　　　30 分まで
●ところ　杉谷公民館
●募集人数　15 人（対象は一般、　
　　　　　先着順）
●受講料　無料（ただし、材料費 3
　　　　　回分 600 円が必要）
●申し込み・問い合わせ先　杉谷公
　　　　　民館

人気のある定番のお菓子作り教室　～パート３～

初めての陶芸教室～夜の部～

夏のパソコン教室　～はじめてのインターネット～

簡単イタ飯教室
●と　き　7月 19 日（木）　9時 30
　　　　　分から 12 時まで
●場　所　白山公民館
●受講料　無料（ただし、材料費　
　　　　　600 円が必要）
●メニュー　トマトとバジリコのブ
　　　　　ルケッタ、カリフラワー
　　　　　のクリームスープ、白身
　　　　　魚のベーコン巻ソテー
●募集人数　20 人
●申し込み・問い合わせ先　白山公
　　　　　民館

男の料理教室　～おふくろの味～
　食材の切り方から後片付けまで、親切、丁寧に教えます。
●と　き　　7月 14 日（土）・21 日（土）　10 時から 13 時まで
●ところ　　霊丘公民館
●講　師　　市食生活改善推進員　　●募集人数　20 人
●持参品　　筆記用具、エプロン、三角巾
●受講料　　無料（ただし、材料費として１回 500 円が必要）
●申し込み・問い合わせ先　霊丘公民館

今年の12人①
　江越美香の『地面の年齢、いま何さい？』

　地面にも年齢があるって知ってますか？地面の年齢がわかるとい
ろいろなことがわかってくるよ。
●と　き　　7月 29 日（日）10 時から 12 時まで
●ところ　　霊丘公民館
●講　師　　江越美香（修士（理学））
●内　容　　地面の年齢について学びます
●準備品　　筆記用具
●申し込み・問い合わせ先　社会教育グループ（☎68‐5473）
※「今年の 12 人」とは、市職員の特技・趣味を活かした講座で、月
　替わりで年 12 人の職員が講師となります

　
下
ノ
丁
の
北
端
、
東
に
門
を
開

い
て
建
つ
「
旧
篠
塚
家
」。
一
般

に
公
開
さ
れ
て
い
る
武
家
住
宅
の

一
つ
で
す
。
篠
塚
家
は
、
郡
方
祐

筆
（
書
記
）
の
家
柄
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
19
世
紀
前
期
の
建
築
と
考
え
ら

れ
る
旧
篠
塚
家
の
主
屋
は
、
棟
が

Ｔ
字
型
の
茅
葺
き
で
、
ゲ
ン
カ
ン
・

チ
ャ
ノ
マ
・
ダ
イ
ド
コ
ロ
・
オ
ト

コ
ザ
・
ツ
ギ
ノ
マ
・
オ
ン
ナ
ザ
と

い
っ
た
部
屋
が
あ
り
ま
す
。

　
柱
は
杉
材
を
用
い
、
オ
ト
コ
ザ

と
オ
ン
ナ
ザ
に
は
座
敷
飾
り
が
あ

り
ま
す
が
、
簡
素
な
造
り
と
な
っ

て
お
り
、
や
や
古
め
か
し
く
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　
敷
地
の
東
側
に
は
庭
園
が
あ
り

縁
を
設
け
た
座
敷
か
ら
眺
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
敷
地
の
西
側
に
は
、
果
樹
が

植
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
敷
地
の
東
側
に
庭
園
と
座
敷
を

設
け
る
こ
と
は
、
旧
篠
塚
家
を
は

じ
め
と
す
る
鉄
砲
町
の
武
家
住
宅

の
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
東
側
へ
傾
斜
す
る
鉄
砲
町
の
立

地
特
性
だ
け
で
は
な
く
、
東
側
に

は
有
明
海
と
島
原
城
を
望
む
こ
と

が
で
き
る
た
め
で
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
。

＊
表
記
は
参
考
文
献
の
名
称
に
準

　
じ
て
い
ま
す

○
参
考
文
献
：『 

島
原
市
鉄
砲
町

　
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
対
策
調

　
査
報
告
書 

』（
島
原
市　
平
成

　
21
年
３
月 

）

　
明
生
会
き
き
ょ
う
ク
ラ
ブ
は
手
芸
の

グ
ル
ー
プ
で
、
古
布
を
使
っ
て
手
提
げ

袋
や
ブ
ロ
ー
チ
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
、

帽
子
な
ど
を
製
作
し
て
い
ま
す
。
毎
月

第
２ 

・
４
金
曜
日
の
13
時
か
ら
15
時
ま

で
、
三
会
公
民
館
で
活
動
し
て
い
て
、

会
員
は
13
人
で
す
。

　
何
を
作
る
か
み
ん
な
で
相
談
し
て
決

め
、
古
布
や
綿
な
ど
の
材
料
を
持
ち
寄

り
裁
縫
で
小
物
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

で
き
た
作
品
は
健
康
福
祉
ま
つ
り
や
公

民
館
ま
つ
り
に
出
品
し
て
い
ま
す
。
会

員
同
士
で
ア
ド
バ
イ
ス
や
お
し
ゃ
べ
り

し
な
が
ら
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ペ
タ
ン

ク
を
す
る
会
員
も
多
く
、
皆
さ
ん
と
て

も
活
動
的
で
す
。

ふ
る
さ
と
再
発
見

―
  

武
家
住
宅
「
旧
篠
塚
家
」  ―

Close Up!

16平成24.7.

鉄
砲
町
編

　
代
表
の
中
村
ト
シ
ヱ
さ
ん
は
「
皆
で
し

ゃ
べ
り
な
が
ら
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
活

動
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
こ
れ
か
ら
ベ

ス
ト
を
作
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

仲
間
と
久
し
く
会
っ
て
い
な
い
と
さ
び
し

く
な
る
く
ら
い
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
長

く
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
古
布
を
使
っ
て
小
物
を
作
る
こ
と
で
、

使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
布
が
ま
た
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
る
こ
と
や
ぬ
く
も
り
の
あ
る

懐
か
し
い
デ
ザ
イ
ン
が
古
布
の
魅
力
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
古
布
を
い
ろ

い
ろ
な
も
の
に
変
身
さ
せ
て
命
を
吹
き
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

明生会ききょうクラブ明生会ききょうクラブ

＊

こ
お
り
か
た
ゆ
う

ひ
つ
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望
す
る
科
目
を
履
修
）

 

・
修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し
、
希

　
望
す
る
科
目
を
履
修
）

▼
出
願
期
限　
８
月
31
日
㈮
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先　
放
送
大
学
長
崎
学

　
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
５
ー
８
１
３

　
ー
１
３
１
７
）

　
ヘ
ル
パ
ー
業
務
の
補
助
や
在
宅
で
の

高
齢
者
の
生
活
支
援
な
ど
に
関
す
る
基

礎
的
な
知
識
や
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

▼
と　
き　
８
月
６
日
㈪
・
８
日
㈬
・

　
10
日
㈮
・
17
日
㈮
・
20
日
㈪
・
22
日

　
㈬
・
24
日
㈮
・
27
日
㈪
・
29
日
㈬
・

　
31
日
㈮
（
計
10
回
）

▼
と
こ
ろ　
島
原
市
内

▼
募
集
人
数　
20
人

▼
受
付
期
限　
７
月
27
日
㈮
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
シ

　
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
63
７
２

　
２
２
）

　
日
商
Ｐ
Ｃ
ネ
ッ
ト
検
定
に
よ
る
ワ
ー

ド
３
級
の
資
格
取
得
を
支
援
す
る
講
習

で
す
。

▼
と　
き　
９
月
10
日
㈪
か
ら
21
日
㈮

　
ま
で
（
15
日
・
16
日
・
17
日
を
除
く
、

　
計
９
回
）

▼
と
こ
ろ　
島
原
市
内

▼
募
集
人
数　
20
人

▼
受
付
期
間　
７
月
３
日
㈫
か
ら
８
月

　
30
日
㈭
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
シ

　
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
63
７
２

　
２
２
）

　
住
民
基
本
台
帳
法
改
正
に
伴
い
、
住

民
記
録
シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
市
役
所
本
庁
お
よ
び
有
明

支
所
の
７
月
７
日
㈯
の
窓
口
業
務
で
は
、

各
種
証
明
書
の
交
付
お
よ
び
印
鑑
登
録

な
ど
の
一
部
の
事
務
の
み
を
行
い
、
住

民
異
動
に
か
か
る
転
入
・
転
出
・
転
居

な
ど
の
受
付
業
務
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
７
月
８
日
㈰
は
市
役
所
本
庁

お
よ
び
有
明
支
所
を
閉
庁
し
、
窓
口
業

務
を
行
い
ま
せ
ん
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
７
月
７
日
㈯　
住
民
異
動
に
か
か
る

　
受
付
業
務
は
行
い
ま
せ
ん

▼
７
月
８
日
㈰　
窓
口
業
務
を
行
い
ま

　
せ
ん

　
平
成
24
年
７
月
９
日
か
ら
、
住
民
基

本
台
帳
法
が
改
正
さ
れ
、
外
国
人
の
方

に
も
住
民
票
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　
ま
た
同
時
に
新
し
い
在
留
管
理
制
度

が
始
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
外
国
人
登
録

制
度
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。
今
お
持
ち
の

外
国
人
登
録
証
明
書
を
在
留
カ
ー
ド
に

変
更
す
る
手
続
き
な
ど
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
市

民
窓
口
班
（
☎
内
線
１
８
５
）
へ
。

　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
所
得
税
本
人

非
課
税
の
75
歳
以
上
の
人
で
自
動
車
を

運
転
し
な
い
人
を
対
象
に
、
交
通
機
関

（ 

列
車
・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー 

）
利
用
券

を
交
付
し
ま
す
。

※

障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
と
重
複
し

　
て
交
付
で
き
ま
せ
ん

▼
受
付
開
始　
７
月
１
日
㈰
か
ら
（
初

　
日
の
７
月
１
日
は
日
曜
開
庁
日
の
た

　
め
午
前
中
の
み
の
受
付
と
な
り
ま
す
）

▼
受
付
場
所　
福
祉
保
健
総
務
グ
ル
ー

　
プ
、
有
明
支
所
、
三
会
出
張
所

 

・
二
次
試
験…

一
次
試
験
合
格
者
の
み

　
文
書
で
通
知
し
ま
す

▼
応
募
期
間　
７
月
20
日
㈮
か
ら
８
月

　
17
日
㈮
ま
で
（
郵
送
の
場
合
は
８
月

　
17
日
㈮
の
消
印
の
も
の
ま
で
有
効
）

▼
応
募
方
法　
島
原
地
域
広
域
市
町
村

　
圏
組
合
事
務
局
に
備
え
付
け
の
申
込

　
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
写
真
を

　
貼
り
付
け
、
受
験
票
と
と
も
に
提
出

　
し
て
く
だ
さ
い

※

受
験
票
は
後
日
返
送
し
ま
す
の
で
試

　
験
の
当
日
は
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

　
い

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　
島
原
地
域

　
広
域
市
町
村
圏
組
合
事
務
局
（
☎
61

　
９
１
０
０
）

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
に

よ
り
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

▼
募
集
学
生
の
種
類

○
教
養
学
部

 

・
科
目
履
修
生
（
６
カ
月
在
学
し
、
希

　
望
す
る
科
目
を
履
修
）

 

・
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し
、
希

　
望
す
る
科
目
を
履
修
）

 

・
全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学
し
、

　
　
卒
業
を
目
指
す
）

○
大
学
院

 

・
修
士
科
目
生
（
６
カ
月
在
学
し
、
希

　
６
時
間
勤
務
、
土
曜
日
・
日
曜
日
・

　
祝
日
は
休
み
）

▼
賃　
金　
時
給
６
９
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
政
策

　
企
画
グ
ル
ー
プ
人
事
班
（
☎
内
線
１

　
２
６
）

　
海
の
日
を
記
念
し
て
、
有
明
海
か
ら

な
か
な
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
島
原

の
姿
を
約
60
分
の
ク
ル
ー
ズ
で
堪
能
し

ま
す
。
火
山
麓
扇
状
地
、
布
津
断
層
、

九
十
九
島
な
ど
ジ
オ
パ
ー
ク
の
見
ど
こ

ろ
の
解
説
も
あ
り
ま
す
。

▼
と　
き　
７
月
16
日
㈪　
①
10
時
か

　
ら
②
13
時
か
ら
③
15
時
30
分
か
ら
（

　
運
行
３
回
、
荒
天
の
場
合
は
中
止
す

　
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

▼
経　
路　
島
原
港
↓
九
十
九
島
↓
秩

　
父
が
浦
↓
布
津
崎
↓
島
原
港
（
予
定
）

▼
募
集
人
数　
各
回
40
人
（
応
募
多
数

　
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
条
件　
小
学
生
以
上
の
人

※

小
中
学
生
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要

※

小
学
生
は
保
護
者
同
伴
と
し
ま
す

▼
参
加
費　
無
料

▼
ガ
イ
ド　
大
野
希
一
（
観
光
・
ジ
オ

　
パ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
職
員
）

▼
申
込
方
法　
ま
ち
づ
く
り
管
理
グ
ル

　
ー
プ
と
各
地
区
公
民
館
に
備
え
付
け

　
の
申
込
書
・
誓
約
書
に
必
要
事
項
を

　
記
入
し
、
担
当
グ
ル
ー
プ
へ
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い

▼
申
込
期
限　
７
月
９
日
㈪
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
ま
ち

　
づ
く
り
管
理
グ
ル
ー
プ
総
務
管
理
班

　
（
☎
内
線
２
５
１
）

航
空
学
生

▼
資　
格　
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未

　
満
の
人

▼
受
付
期
間　
８
月
１
日
㈬
か
ら
９
月

　
７
日
㈮
ま
で

▼
一
次
試
験　
９
月
22
日
㈯

一
般
曹
候
補
生

▼
資　
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
間　
８
月
１
日
㈬
か
ら
９
月

　
７
日
㈮
ま
で

▼
一
次
試
験　
９
月
17
日
㈪

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

▼
資　
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
間　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て

　
い
ま
す

▼
試
験
日　
受
付
の
と
き
に
お
知
ら
せ

　
し
ま
す

自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）

▼
資　
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
間　
８
月
１
日
㈬
か
ら
９
月

　
７
日
㈮
ま
で

▼
試
験
日　
９
月
23
日
㈰
か
ら
26
日
㈬

　
ま
で
の
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定

問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
島
原
地
域
事
務
所
（
☎
62
３

７
５
９
）

▼
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員　
一
般

　
事
務
・
若
干
名

▼
採
用
予
定
日　
平
成
25
年
４
月
１
日

▼
受
験
資
格　
高
校
卒
業
程
度
の
学
力

　
を
有
す
る
人
で
、
昭
和
58
年
４
月
２

　
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

▼
試
験
日
、
場
所
お
よ
び
内
容

 

・
一
次
試
験…

９
月
16
日
㈰
、
有
明
総

　
合
文
化
会
館
、
学
力
試
験

　
市
役
所
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
登
録

者
を
募
集
し
ま
す
。
現
在
登
録
し
て
い

る
人
も
再
度
登
録
が
必
要
で
す
。

▼
職　
種　
一
般
事
務

▼
資　
格　
市
内
在
住
の
人

▼
申
込
方
法　
政
策
企
画
グ
ル
ー
プ
お

　
よ
び
有
明
支
所
に
備
え
付
け
の
パ
ー

　
ト
タ
イ
マ
ー
登
録
申
込
書
に
自
筆
の

　
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
添
え
て
、　

　
政
策
企
画
グ
ル
ー
プ
人
事
班
へ
申
し

　
込
ん
で
く
だ
さ
い

▼
受
付
期
限　
７
月
31
日
㈫
ま
で

▼
登
録
期
間　
８
月
１
日
か
ら
１
年
間

　
（
期
間
内
で
の
随
時
雇
用
）

▼
勤
務
時
間　
９
時
か
ら
16
時
ま
で
（

自
衛
官
募
集

　
　
募

集

市
役
所
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
登
録

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

事
務
局
職
員
募
集

海
の
日
イ
ベ
ン
ト

し
ま
ば
ら
ジ
オ
・
ク
ル
ー
ズ

高
齢
者
福
祉
交
通
機
関
利
用
券

交
付
申
請
の
受
付

パ
ソ
コ
ン
技
能
検
定
講
習

高
齢
者
生
活
支
援
講
習

ら
知
お

せ

市
役
所
の
窓
口
業
務
一
部
制
限

お
よ
び
閉
庁
に
つ
い
て

島
原
市
に
お
住
ま
い
の

外
国
人
の
方
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す

く
情
報の

■市役所本庁（代表）☎63-1111
■有明庁舎（代表）　☎68-1111
　有明支所、産業振興部、
　教育委員会、農業委員会、
　水道局、文化・スポーツ振興
　グループ
■電子メール
　info@city.shimabara.lg.jp

新着情報は市ホームページで確認を！
http://www.city.shimabara.lg.jp

し
ら
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Informationくらしの情報くらしの情報

▼
と
こ
ろ　
県
南
保
健
所

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
南

　
保
健
所
（
☎
62
３
２
８
９
）

　
県
で
は
、
借
金
や
ロ
ー
ン
の
こ
と
や

眠
れ
な
い
・
食
欲
が
な
い
な
ど
暮
ら
し

と
心
身
の
こ
と
で
困
っ
て
い
る
人
に
司

法
書
士
と
臨
床
心
理
士
な
ど
に
よ
る
無

料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き　
７
月
12
日
㈭　
13
時
か
ら

　
16
時
ま
で
、
９
月
13
日
㈭　
13
時
か

　
ら
16
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
島
原

▼
申
込
方
法　
当
日
先
着
順

▼
問
い
合
わ
せ
先　
県
南
保
健
所
（
☎

　
62
３
２
８
９
）

平
成
24
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
の
免

除
、
納
付
猶
予
申
請
の
受
付
が
始
ま
り

ま
す

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に

は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免

除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」

や
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。
年
金
事
務
所
で
前
年
の
所
得
な

ど
を
審
査
の
う
え
、
承
認
さ
れ
る
と
７

月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
の
保
険
料
の
納

付
が
免
除
（
猶
予
）
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
ず
保

険
料
が
未
納
の
状
態
で
、
万
一
、
障
が

い
や
死
亡
な
ど
不
慮
の
事
態
が
発
生
す

る
と
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
免
除
お
よ
び
猶
予
の
申
請
に
は
、
印

鑑
・
年
金
手
帳
（
ま
た
は
納
付
書
）
を

持
参
の
う
え
、
国
民
年
金
班
窓
口
、
ま

た
は
有
明
支
所
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

引
き
続
き
免
除
な
ど
を
受
け
る
と
き
も
、

毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。
７
月
１
日
か

ら
平
成
24
年
度
分
の
受
付
が
始
ま
り
ま

す
の
で
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
出
張
相
談
所

▼
と
　
き　
７
月
18
日
㈬
・
８
月
22
日

　
㈬　
10
時
か
ら
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
ロ
ビ

　
ー

▼
募
集
人
数　
20
人

▼
申
込
方
法　
相
談
開
設
日
の
10
日
前

　
ま
で
に
年
金
相
談
受
付
票
に
よ
る
予

　
約
（
電
話
可
）
を
し
て
く
だ
さ
い

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
年
金
相
談

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
出
張
相
談

所
は
毎
週
木
曜
日
開
設
し
ま
す
。

▼
と
　
き　
毎
週
木
曜
日　
９
時
か
ら

　
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
ロ
ビ

　
ー

０
９
）
へ
。

　
『
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
』、『
２
０

０
０
万
サ
マ
ー
』
が
発
売
さ
れ
ま
す
。

県
内
で
販
売
さ
れ
た
宝
く
じ
の
収
益
金

は
県
内
市
町
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
使
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
県
内
で
購
入
し

ま
し
ょ
う
。

▼
当
せ
ん
金

 

・
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ…

１
等
４

　
億
円×

26
本
（
１
等
前
後
賞
５
０
０

　
０
万
円 

）、
２
等
５
０
０
万
円×

52

　
本
、
３
等
１
０
０
万
円×

２
６
０
０

　
本

 

・
２
０
０
０
万
サ
マ
ー…

１
等
２
０
０

　
０
万
円×
４
５
０
本

▼
発
売
期
間　
７
月
９
日
㈪
か
ら
27
日

　
㈮
ま
で

▼
抽
選
日　
８
月
７
日
㈫

▼
問
い
合
わ
せ
先　
経
営
管
理
グ
ル
ー

　
プ
財
政
班
（
☎
内
線
１
５
２
）

　
８
月
７
日
任
期
満
了
に
よ
る
長
崎
県

南
部
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
一
般

選
挙
が
７
月
24
日
告
示
、
８
月
２
日
執

行
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
23
年
９
月
１
日
現
在
で
調
整
し
、

平
成
23
年
12
月
５
日
確
定
し
た
長
崎
県

南
部
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
人
が
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
選
挙
権
停
止

中
の
人
を
除
く
）。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
選
挙
管
理
委
員
会

　
（
☎
内
線
３
１
０
）

　
献
血
は
、
た
く
さ
ん
の
人
の
善
意
に

よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
温
か
な
心

が
多
く
の
尊
い
命
を
救
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
献
血
に
対
す
る
ご
支
援
と

積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
実
施
日
時
、
場
所
な
ど
の
詳
細
に
つ

い
て
は
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
64
７
７

１
３
）
ま
た
は
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ

ー
（
☎
０
９
５
ー
８
４
３
ー
３
３
３
１
）

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
（
事
変

地
の
区
域
ま
た
は
戦
地
の
区
域
）
な
ど

に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事

し
た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
お

よ
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
人
（
慰

労
給
付
金
受
給
者
は
除
く
）
に
対
し
て
、

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て

い
ま
す
。

▼
請
求
期
限　
平
成
25
年
３
月
31
日

▼
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
省
大
臣
官
房

　
総
務
課
（
☎
０
３
ー
５
２
５
３
ー
５

　
１
８
２
）

　
実
際
の
看
護
の
教
材
や
雰
囲
気
に
触

れ
る
良
い
機
会
で
す
。
受
験
を
考
え
て

い
る
人
な
ど
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き

①
７
月
21
日
㈯　
13
時
か
ら
16
時
ま
で

②
８
月
26
日
㈰　
10
時
か
ら
13
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
島
原
市
医
師
会
看
護
学
校

▼
内
　
容　
教
育
内
容
、
看
護
学
生
体

　
験
、
校
舎
案
内
、
在
校
生
と
フ
リ
ー

　
ト
ー
ク
、
入
学
に
関
す
る
相
談
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先　
島
原
市
医
師
会
看

　
護
学
校
（
☎
65
０
７
３
０
）

▼
と
　
き　
８
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰　

▼
臨
時
受
付
場
所

 
・
三
会
公
民
館…

７
月
３
日
㈫

 
・
杉
谷
公
民
館…

７
月
４
日
㈬

 
・
森
岳
公
民
館…

７
月
５
日
㈭

 

・
霊
丘
公
民
館…

７
月
６
日
㈮

 

・
安
中
公
民
館…

７
月
９
日
㈪

 

・
白
山
公
民
館…
７
月
11
日
㈬

※

受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
９
時
か
ら
16

　
時
30
分
ま
で

▼
交
付
枚
数　
５
０
０
円
分
の
利
用
券

　
を
年
間
20
枚
ま
で

※

年
度
の
途
中
で
75
歳
に
な
る
人
は
交

　
付
枚
数
が
減
る
場
合
が
あ
り
ま
す

▼
持
参
品　
申
請
者
の
印
鑑
（
代
理
申

　
請
の
場
合
は
代
理
者
の
印
鑑
も
必
要
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
保
健
総
務
グ

　
ル
ー
プ
福
祉
班
（
☎
内
線
２
７
７
）　

　
ま
た
は
有
明
支
所
（
☎
内
線
５
０
９
）

　
市
役
所
有
明
庁
舎
で
、
７
月
18
日
㈬

９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で
消
防
避

難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
訓
練
中
は
有
明
庁
舎
の
駐
車
場
が
一

部
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
混

み
合
っ
て
い
る
場
合
は
有
明
総
合
文
化

会
館
駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ま
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
有
明
支
所
（
☎
内
線
５

暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の
無
料
相
談
会

７
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
は

「
肝
臓
週
間
」

精
神
保
健
福
祉
相
談

有
明
総
合
文
化
会
館
自
主
事
業

映
画
ば
☆
み
ゅ
〜
会

▼
上
映
時
間
と
タ
イ
ト
ル

①
14
時
〜
「
塔
の
上
の
ラ
プ
ン
ツ
ェ
ル
」

②
18
時
〜
「
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
」

※

上
映
の
30
分
前
か
ら
開
場
し
ま
す

▼
と
こ
ろ　
有
明
総
合
文
化
会
館

▼
入
場
整
理
券
（
全
席
自
由 

）　
入
場

　
無
料
で
す
が
入
場
整
理
券
が
必
要

▼
入
場
整
理
券
配
布
場
所　
有
明
総
合

　
文
化
会
館
、
島
原
文
化
会
館
、
島
原

　
図
書
館
、
有
明
図
書
館
、
各
地
区
公

　
民
館

▼
問
い
合
わ
せ
先　
有
明
総
合
文
化
会

　
館(

☎
68
５
８
０
０
）

　
肝
臓
は
体
の
中
で
１
番
大
き
く
、
と

て
も
重
要
な
臓
器
で
す
が
、
沈
黙
の
臓

器
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
ウ
イ
ル
ス
に

侵
さ
れ
て
も
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
慢

性
肝
炎
、
肝
硬
変
、
肝
臓
が
ん
へ
と
進

行
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
、

ま
だ
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
た
こ

と
が
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
一
度
、
検
査
を

受
け
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
県
内
の
保
健
所
や
委
託
医
療
機
関
で

無
料
で
検
査
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
県
南
保
健
所
（
☎
62
３

２
８
７
）
へ
。

▼
対
象
者　
法
律
上
婚
姻
を
し
て
い
る

　
夫
婦
で
、
体
外
受
精
や
顕
微
授
精
を

　
受
け
た
人
の
う
ち
、
次
の
要
件
に
す

　
べ
て
該
当
す
る
人

 

・
夫
婦
の
う
ち
、
一
方
で
も
県
内
に
在

　
住
し
て
い
る

 

・
前
年
の
夫
婦
所
得
合
計
額
が
７
３
０

　
万
円
未
満

 

・
長
崎
県
が
指
定
す
る
医
療
機
関
で
治

　
療
を
受
け
た
人

▼
助
成
内
容　
１
回
の
治
療
に
つ
き
15

　
万
円
を
上
限
と
し
て
助
成

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
南
保
健

　
所
（
☎
62
３
２
８
９
）

　
県
で
は
、
精
神
疾
患
（
疑
い
）
の
あ

る
人
の
治
療
に
関
す
る
こ
と
や
精
神
障

が
い
者
の
社
会
復
帰
や
利
用
で
き
る
制

度
に
つ
い
て
、
精
神
障
が
い
者
の
家
族

や
関
係
者
の
接
し
方
に
つ
い
て
な
ど
の

無
料
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談　
毎
週
火

　
曜
日　
14
時
か
ら
17
時
30
分
ま
で

※

予
約
制
・
随
時
受
付

▼
保
健
師
・
作
業
療
法
士
・
社
会
福
祉

　
職
に
よ
る
相
談　
月
曜
日
か
ら
金
曜

　
日　
９
時
か
ら
17
時
30
分
ま
で

宝
く
じ
の
購
入
は
県
内
で

７
月
は

「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」
月
間

長
崎
県
南
部
海
区
漁
業
調
整

委
員
会
委
員
一
般
選
挙

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦

お
よ
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦

へ
の
書
状
贈
呈

島
原
市
医
師
会
看
護
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

国
民
年
金
コ
ー
ナ
ー

有
明
庁
舎
の
消
防
避
難
訓
練
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開館時間…10：00～18：00（金曜日は20時まで）
7月の休館日…2日㈪・9日㈪・17日㈫・23日㈪・30日㈪・31日㈫

 
開館時間…9：00～18：00

7月の休館日…3日㈫・10日㈫・17日㈫・24日㈫・31日㈫・8月1日㈬　　　　　　   

新刊図書紹介 7月の催し

「勝ち逃げの女王」
垣根 涼介  著　　新潮社

「漏洩」

■「御隠居忍法しのぶ恋」 

■「尋ね人」

■「窓の向こうのガーシュウィン」

■「ダンス・ウィズ・ドラゴン」

高橋 義夫 著　中央公論新社

谷村 志穂 著　新潮社

宮下 奈都 著　集英社

村山 由佳 著　幻冬舎

島原図書館（☎64－4115）

有明図書館（☎68－5808）
図書館
通信

　7月の市民相談は、次の日程で市民相談センター（☎内
線184）で行ないます。なお、行政相談のみ有明支所相談
室でも受け付けます。
◆行政相談（行政相談委員）
　〈市民相談センター〉
　　7月3日㈫･10日㈫･17日㈫   　  13：00～16：00
　〈有明支所相談室〉　7月4日㈬　　  13：00～16：00
◆人権相談（人権擁護委員）
　　7月4日㈬ 　　  　　　　　　　  13：00～16：00
◆弁護士法律相談（弁護士）【要予約】
　　7月19日㈭　　　　　  　　　　 13：00～16：00
◆不動産に関する相談（宅建協会）
　　7月23日㈪　　　  　　　　　　 13：00～16：00
◆公証人法律相談（島原公証役場公証人）
　　7月25日㈬ 　　　　  　　　　　13：00～16：00
◆交通事故巡回相談（県交通事故相談員）
　　7月26日㈭　　　  　　　　　　 10：00～16：00
◆一般相談（市相談員）
　　土曜日・日曜日・祝日を除く毎日　8：30～17：15

　どんなに時代が悪くても仕事をがんば
る人がいる。業績の悪さを景気のせいに
していませんか。リストラ請負人・村上
真介がそんなサラリーマンの甘えをぶっ
た斬る。

笹本 稜平  著　　光文社
　警視庁捜査二課の沢井はインサイダー
取引疑惑を捜査していた。しかし、突然
上司が更迭され、捜査も打ち切られてし
まう。事件を隠ぺいしようとしているの
は誰なのか？

■ たなばたまつり
■ おはなしのじかん
■ 手作り講座「こけ玉作り」
■ 夏休み子ども映画会
■ おはなしのじかん 0.1.2
■ 折り紙教室
■ おはなしひろば
■ 郷土史を学ぼう会
　 「キリシタン墓碑総覧」 「深溝世紀　忠和公編25」

７日㈯　11:00 ～
　　　　　14日㈯・21日㈯　11:00 ～

14日㈯　11:00 ～
21日㈯　14:00 ～
25日㈬　11:00 ～

 　 26 日㈭　14:00 ～
28日㈯　11:00 ～
28日㈯　14:00 ～

■ ちいさなおはなしかい
■ 夏休み上映会「学校の怪談」
■ 夏休み子ども講座
■ 夏休み工作教室「貯金箱を作ろう」

■ おはなしのじかん

有明図書館
14 日㈯　14:30 ～

　　　　23日㈪　13:30 ～
26日㈭　13:30 ～

28日㈯　10:00 ～
28日㈯　14:30 ～

島原図書館

市民相談センターのご案内

　納付には、便利な口座振替などの自動振込みをお
勧めします。申し込みは、各金融機関、郵便局（ゆ
うちょ銀行 ）、島原雲仙農協、島原漁協、有明漁協
などで受け付けます
問い合わせ先
●固定資産税　税務グループ固定資産税班（☎内線173）
●国民健康保険税　税務グループ市民税班（☎内線176）
●介護保険料　島原地域広域市町村圏組合介護保険課業
　務係（☎61-9101）または保険・健康増進グループ保
　険班（☎内線234）、有明支所（☎内線504）
●後期高齢者医療保険料　保険・健康増進グループ保険
　班（☎内線233）または有明支所（☎内線504）

固定資産税（第２期）
国民健康保険税（第１期）
介護保険料普通徴収（第１期）
後期高齢者医療保険料普通徴収（第１期）
の納期は7月31日 ㈫ までです
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● 結核・肺がん検診を実施します ●

　中国龍鳳芸術団による中国雑技の公演です。
▼と　き　７月 29 日㈰（２回公演）
　①10 時 30 分から
　②14 時 30 分から
▼ところ　有明総合文化会館
▼入場料（全席指定）　1500 円（当日 2000 円）
※３歳以上有料
▼チケット取扱所　有明総合文化会館、島原文化会
　館、ながせや中堀町店、横浜屋、島原ショッピン
　グモールウィルビー、島原市民劇場、ローソン各
　店、セブンイレブン各店
▼問い合わせ先　文化・スポーツ振興グループ（☎
　68-5474）または有明総合文化会館（☎68-5800）

市自主文化事業

『 雑 技 の 祭 典 』

●

換
交
の
品
要
不

9:30～10:30  新天公民館
13:00～14:00  安中公民館
9:30～10:30  北安徳町　古川商店駐車場
13:00～14:00  安中公民館
9:30～10:30  秩父が浦公民館
13:00～14:00 
18:30～20:00 
9:30～10:30  第二中学校
13:00～14:00  白山公民館
9:30～10:30  下川尻公民館
13:00～14:00 
18:30～20:00 
9:30～10:30  洗切町　小松広場
13:00～14:00 
18:30～20:00 
9:30～10:30  長貫公民館
13:00～14:00  三会農村環境改善センター
9:30～10:30  宮田小児科横　緑道公園
13:00～14:00  医師会館
9:30～10:30  第二小学校
13:00～14:00  医師会館 

9:30～10:30  城之尾公民館
13:00～14:00  有明保健センター
9:30～10:30 
13:00～14:00 
18:30～19:30 

日　付 曜日 受付時間 会　　場

 市保健センター

7月4日 水

7月5日 木

9:30～10:30 

7月9日 月

7月10日 火

7月1日 日

7月3日 火

木

7月20日 金

9:30～10:30  有明保健センター

 三会農村環境改善センター

7月13日 金

7月12日 木

 安中公民館

 白山公民館

 市保健センター

7月24日 火

7月22日 日

7月23日 月

7月19日

　市では、40歳以上の市民を対象にした胸部レン
トゲン検診（結核・肺がん）を実施します。対象
者には、地区別にはがきを送付しますが、都合の
良い場所で受診してください。
※職場、学校、施設などで検診のある人を除く
※妊娠している可能性のある人は控えてください
　問い合わせ先　市保健センター（☎64-7713）



◆市ホームページアドレス
　  http://www.city.shimabara.lg.jp/
◆島原市の人口（６月１日現在）
　人　口　４８，１７９人　 　（前月比 － １２）　　
　　男　　 ２２，４０６人 　  （前月比 －  　１）
　　女　　 ２５，７７３人 　  （前月比 －  １１）
　世帯数　 １８，９５８世帯　（前月比 －  １２）
　出生 40 件　死亡 54 件　転入 73 件　転出 72 件

◆携帯電話版市ホームページ
　携帯電話版の市ホームペー
ジも開設しています。ＱＲコード
対応機種の携帯電話では、左の
コードからアクセスしてくださ
い。また、ＵＲＬを直接入力して
もアクセスできます。

    URL http://www.city.shimabara.lg.jp/m/
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６月３日「いのりの日」
　雲仙・普賢岳噴火災害時、多数の死者・行方不明者を出
した大火砕流から 21 年目を迎えた６月３日、市内各所で
追悼行事などが行われ、犠牲となられた方々のご冥福を祈
りました。
　また、災害を知らない世代が増えて行く中、この災害を
決して風化させることなく、次世代以降に末永く伝え続け
ようと、各学校での集会や「いのりの灯

ともしび
」が行われました。

当日は、献花に来る人が後を立ちま
せんでした（仁田団地第一公園）

先輩団員の思いを胸に、決意を新た
にする消防団員（消防殉職者慰霊碑）

大火砕流発生の 16 時８分に黙とう
される方 （々北上木場農業研修所跡地）

関西大阪長崎県人会 43 人の方々が
献花に訪れました(仁田団地第一公園）

再び、災害が起こらないことを祈り、
ろうそくに火を灯す子どもたち

（「いのりの灯」雲仙岳災害記念館）

当時を知らない子どもたちが自ら学
び、発表した「いのりの日集会」

（第五小学校）

献花を行う、横田市長と濱﨑市議会議長

島原の魅力、再発見！「島原観光ボランティアガイド」を利用してみませんか
　島原の旅の思い出を観光ボランティアガイドが「おもてなしの心」でお手伝いします。
　市外にいらっしゃる知人・友人にぜひお知らせください。
■活動方法　観光ガイドが行う案内区域は、市内およびその周辺で、活動時間は
　　　　　　９時から 17 時までです（12 月 29 日～１月３日、８月 13 ～ 16 日は休み）
■利用方法　・所定の申込書により、依頼日の７日前までに島原観光ボランティアガイドへ申し込んでください
　　　　　　・ガイド１人につき、交通費として 1500 円を申し受けます（施設入場料などは依頼者負担）
■モデルコース（所要時間約３時間で、下記コースのほか徒歩・車でも要望に応じ設定することができます）
　（徒歩）島原駅 → 島原城 → 武家屋敷 → 三十番神 → 白土湖 → ねはん像 → 鯉の泳ぐまち → 島原駅
■申し込み・問い合わせ先　島原観光ボランティアガイド（島原市今川町 1850 番地 2　ＴＥＬ・ＦＡＸ 63 － 3899）
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